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介
護
報
酬
改
定
で
見
直
し
が
図
ら
れ
て
い

ま
す
。

今
年
４
月
に
は
、
診
療
報
酬
改
定
と
介

護
報
酬
改
定
が
同
時
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

診
療
報
酬
改
定
は
本
体（
技
術
・
サ
ー
ビ

ス
へ
の
評
価
）が
プ
ラ
ス
０
・
55
％
、
介

護
報
酬
改
定
は
プ
ラ
ス
０
・
54
％
と
決
定

し
ま
し
た
。

「
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
」の

構
築
・
推
進
へ

今
回
の
診
療
報
酬
改
定
は
、
次
の
基
本

的
視
点
と
具
体
的
方
向
性
を
も
と
に
進
め

ら
れ
ま
し
た
。

❶
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
構
築
と
　

医
療
機
能
の
分
化
・
強
化
、
連
携
の
　

推
進

❷
新
し
い
ニ
ー
ズ
に
も
対
応
で
き
、
安
　

心
・
安
全
で
納
得
で
き
る
質
の
高
い
　

医
療
の
実
現
・
充
実

❸
医
療
従
事
者
の
負
担
軽
減
、
働
き
方
　

改
革
の
推
進

❹
効
率
化
・
適
正
化
を
通
じ
た
制
度
の
　

日
本
の
医
療
・
介
護
は
、
こ
れ
か
ら
ど
う
な
っ
て
い
く
の
で
し
ょ
う
か
。

医
療
・
介
護
の
基
本
的
な
仕
組
み
か
ら
、

日
本
が
抱
え
る
課
題
、
今
後
の
方
向
性
ま
で
解
説
し
ま
す
。

め
ざ
す
べ
き

医
療
・
介
護
の
未
来
像
と
は

医
療
や
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
　
　

価
格
は
定
期
的
に
見
直
さ
れ
る

皆
さ
ん
は
ご
自
身
や
ご
家
族
の
受
け
て

い
る
医
療
や
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
価
格
が
、

ど
の
よ
う
に
決
め
ら
れ
て
い
る
の
か
、
ご

存
じ
で
す
か
。
医
療（
公
的
保
険
）は
診
療

報
酬
、
介
護（
同
）は
介
護
報
酬
と
い
う
形

で
国
に
よ
っ
て
決
め
ら
れ
て
お
り
、
そ
れ

ぞ
れ
の
報
酬
は
点
数
、
単
位
で
表
さ
れ
ま

す
。診

療
報
酬
は
、
医
療
機
関
が
診
察
や
検

査
、
投
薬
、
手
術
、
指
導
な
ど
の
医
療
行

為
を
患
者
に
提
供
し
た
際
の
対
価
と
し
て

支
払
わ
れ
る
報
酬
で
す
。
原
則
的
に
２
年

に
１
回
、
診
療
報
酬
改
定
で
点
数
が
見
直

さ
れ
た
り
、
新
し
い
医
療
行
為
に
点
数
が

つ
け
ら
れ
た
り
し
ま
す
。

介
護
報
酬
は
、
事
業
者
が
介
護
サ
ー
ビ

ス
を
利
用
者
に
提
供
し
た
際
の
対
価
と
し

て
支
払
わ
れ
る
も
の
。
こ
ち
ら
は
、
サ
ー

ビ
ス
の
内
容
に
応
じ
て
単
位
数
が
決
め
ら

れ
て
い
ま
す
。原
則
と
し
て
３
年
に
１
回
、

我が家はどうなる？

これからの
地域医療・介護
2025年――。この年、日本がどうなっているか、想像できますか？　団塊の世代はすべて75歳以上の
後期高齢者となり、それに伴って、その後しばらく医療・介護サービスの需要が高まります。今でも介
護人材不足と言われているのに、医療・介護サービスは足りるのでしょうか。この問題を解決するため、
国は医療機能の分化・強化、連携と地域包括ケアシステムの構築を進めています。そうしたなか、今年
４月には診療報酬改定と介護報酬改定が同時に行われました。これは、医療サービスと介護サービスの
対価を見直すという仕組みのこと。両改定によって、2025年を見据えた日本の医療・介護サービスの
姿が明確になりました。地域の医療・介護がどうなるのか、一緒に見ていきましょう。

特集１

(C) 2018 日本医療企画.
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図表1　地域包括ケアシステムの姿

安
定
性
・
持
続
可
能
性
の
向
上

一
方
、
今
回
の
介
護
報
酬
改
定
は
、
次

の
４
つ
の
柱
を
中
心
に
据
え
て
行
わ
れ
ま

し
た
。

❶
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
推
進

❷
自
立
支
援
・
重
度
化
防
止
に
資
す
る
　

質
の
高
い
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
実
現

❸
多
様
な
人
材
の
確
保
と
生
産
性
の
向
上

❹
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
適
正
化
・
重
点
化
を

通
じ
た
制
度
の
安
定
性
・
持
続
可
能
性

の
確
保

ど
ち
ら
に
も
共
通
し
て
い
る
の
が
、「
地
域

包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
構
築
・
推
進
」で
す
。

日
本
は
現
在
、
世
界
に
類
を
見
な
い
ス

ピ
ー
ド
で
高
齢
化
が
進
み
、
昨
年
10
月
１

日
時
点
で
高
齢
化
率
は
27
・
７
％
に
達
し

ま
し
た
。
約
８
０
０
万
人
い
る
団
塊
の
世

代
が
75
歳
以
上
の
後
期
高
齢
者
と
な
る
２

０
２
５
年
以
降
、
医
療
や
介
護
の
需
要
は

さ
ら
に
増
え
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
し
、
多

く
の
人
が
亡
く
な
る
こ
と
が
予
測
さ
れ
る

の
で
看
取
り
の
増
加
へ
の
対
応
も
課
題
と

さ
れ
て
い
ま
す
。

そ
こ
で
国
は
、
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ

ム
の
実
現
を
進
め
て
い
る
の
で
す
。
地
域

包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
と
は
、「
重
度
な
要

介
護
状
態
に
な
っ
て
も
、
住
み
慣
れ
た
地

域
で
自
分
ら
し
い
暮
ら
し
を
人
生
の
最
後

ま
で
続
け
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
住
ま

い
・
医
療
・
介
護
・
予
防
・
生
活
支
援
が

一
体
的
に
提
供
さ
れ
る
仕
組
み
」の
こ
と
。

こ
の
ペ
ー
ジ
に
載
せ
て
い
る
図
表
1
が
、

ま
さ
に
め
ざ
し
て
い
る
地
域
包
括
ケ
ア
シ

ス
テ
ム
の
姿
で
す
。
地
域
に
よ
っ
て
高
齢

化
率
や
人
口
構
成
は
異
な
り
ま
す
し
、
医

療
や
介
護
の
充
足
度
も
違
い
ま
す
。
市
町

村
は
、
自
分
た
ち
の
地
域
の
実
情
・
特
性

に
合
わ
せ
て
、
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム

を
つ
く
り
上
げ
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い

る
の
で
す
。

住
民
す
べ
て
が
参
画
し
つ
な
が
る

「
地
域
共
生
社
会
」の
実
現
を

さ
ら
に
今
、国
が
め
ざ
し
て
い
る
の
は
、

高
齢
者
に
限
定
し
な
い「
丸
ご
と
」の「
地

域
包
括
ケ
ア
」、
そ
し
て
、
国
民
一
人
ひ

と
り
の
暮
ら
し
と
生
き
が
い
を
と
も
に
つ

く
る「
地
域
共
生
社
会
」で
す
。

国
は
、
こ
れ
ま
で
高
齢
者
施
策
と
し
て

「
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
」を
推
進
し
て

き
ま
し
た
が
、
地
域
に
は
高
齢
者
だ
け
で

は
な
く
、
障
害
者
、
子
ど
も
、
難
病
を
抱

え
る
人
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
人
が
暮
ら
し

て
い
ま
す
。
地
域
に
暮
ら
す
住
民
誰
も
が

そ
れ
ぞ
れ
の
実
情
に
合
っ
た
支
援
を
受
け

ら
れ
る
よ
う
、
高
齢
者
を
支
え
る
仕
組
み

に
と
ど
め
る
の
で
は
な
く
、
す
べ
て
の
住

民
の
た
め
の
仕
組
み
に
深
化
さ
せ
る
こ
と

と
し
て
い
ま
す
。

高
齢
者
、
障
害
者
、
子
ど
も
、
難
病
を

抱
え
る
人
な
ど
へ
の
支
援
は
、
こ
れ
ま
で

制
度
ご
と
に「
縦
割
り
」で
対
応
し
て
き
ま

し
た
。
し
か
し
、
制
度
の
対
象
外
と
さ
れ

て
支
援
を
受
け
ら
れ
な
い
人
や
、
複
合
的

認知症の人

病気になったら･･･

・急性期病院
・回復期リハビリ病院

日常の医療
・かかりつけ医
・地域の連携病院

■在宅系サービス：
・訪問介護・訪問看護・通所介護
・小規模多機能型居宅介護
・短期入所生活介護
・24 時間対応の訪問サービス
・複合型サービス
（小規模多機能型居宅介護＋訪問看護）等
■介護予防サービス

■施設・居住系サービス
・介護老人福祉施設
・介護老人保健施設
・認知症対応型共同生活介護
・特定施設入所者生活介護
　　　　　　　　　　　　等

通院・入院 通所・入所
■在宅系サービス
・訪問介護・訪問看護・通所介護
・小規模多機能型居宅介護
・短期入所生活介護
・24 時間対応の訪問サービス
・複合型サービス
（小規模多機能型居宅介護＋訪問看護）等
■介護予防サービス

■施設・居住系サービス
・介護老人福祉施設
・介護老人保健施設
・認知症対応型共同生活介護
・特定施設入所者生活介護
　　　　　　　　　　　　等

・自宅
・サービス付き高齢者向け住宅等

老人クラブ・自治会・ボランティア・NPO 等

通院・入院 通所・入所

・地域包括支援センター
・ケアマネジャー

相談業務やサービスの
コーディネートを行います。

医　療
介護が必要になったら･･･

介　護

いつまでも元気に暮らすために…

生活支援・介護予防

住まい

※ 地域包括ケアシステムは、
　おおむね 30 分以内に必要な
　サービスが提供される日常生　
　活圏域（具体的には中学校区）
　を単位として想定

認知症の人

我が家はどうなる？
これからの地域医療・介護特集❶

(C) 2018 日本医療企画.
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ら
し
続
け
ら
れ
る
よ
う
に
、
在
宅
や
特
別

養
護
老
人
ホ
ー
ム
な
ど
の
施
設
に
お
け
る

医
療
ニ
ー
ズ
へ
の
対
応
や
看
取
り
の
推
進

も
図
ら
れ
て
い
ま
す
。

ほ
か
に
も
、
今
回
の
改
定
で
は
さ
ま
ざ

ま
な
項
目
に
お
い
て
見
直
し
が
行
わ
れ
ま

し
た
。
国
民
の
皆
さ
ん
の
生
活
に
特
に
関

係
す
る
改
定
内
容
に
つ
い
て
は
、
12
ペ
ー

ジ
か
ら
詳
し
く
解
説
し
ま
す
。

一般病床療養病床 一般病床療養病床

集中的な
リハビリテーションの

提供や自宅等への
退院支援機能

急性期入院医療を
提供する機能

長期療養を要する
患者への入院医療を

提供する機能

医療ニーズが低い患者に多くの
医療資源を投入すると非効率な
医療となるおそれ

医療ニーズが高い患者に必要な
医療資源が投入されないと粗診粗療と
なるおそれ

医療資源（低）
医療ニーズ（高）

医療ニーズが低い患者に多くの
医療資源を投入すると非効率な
医療となるおそれ

医療資源（高）
医療ニーズ（低）
医療資源（高）
医療ニーズ（低）

医
療
ニ
ー
ズ
（
患
者
の
状
態
、
医
療
内
容
等
）

医療資源の投入量
（職員配置, 医療提供等）

医療ニーズが高い患者に必要な
医療資源が投入されないと粗診粗療と
なるおそれ

医療資源（低）
医療ニーズ（高）

な
課
題
を
抱
え
て
い
る
世
帯
に
対
し
て
は

適
切
に
支
援
が
で
き
て
い
な
い
と
い
う
課

題
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
こ
で
、制
度
を「
縦

割
り
」か
ら
、
地
域
と
い
う“
面
”か
ら
み

た「
丸
ご
と
」へ
再
構
築
す
る
こ
と
と
し
て

い
ま
す
。

加
え
て
、
こ
れ
ま
で
住
民
は
サ
ー
ビ
ス

の「
受
け
手
」「
支
え
手
」に
分
か
れ
て
い
ま

し
た
が
、
今
後
は
、
い
ず
れ
の
立
場
に
も

な
れ
る
社
会
を
め
ざ
し
ま
す
。た
と
え
ば
、

高
齢
者
や
障
害
者
が
時
に
は
サ
ー
ビ
ス
を

受
け
、
時
に
は
ほ
か
の
利
用
者
を
支
援
す

る
側
に
な
る
こ
と
で
、
自
立
や
自
己
実
現

に
つ
な
が
り
、
い
わ
ば「
支
え
の
好
循
環
」

を
も
た
ら
し
ま
す
。
あ
ら
ゆ
る
人
が
能
力

に
応
じ
た
役
割
を
持
ち
、
支
え
合
い
な
が

ら
、
自
分
ら
し
く
活
躍
で
き
る「
地
域
共

生
社
会
」を
育
て
て
い
く
こ
と
を
め
ざ
し

ま
す
。

昨
今
、
こ
の
観
点
か
ら
、
大
き
く
２
つ

の
取
り
組
み
が
な
さ
れ
て
い
ま
す
。
１
つ

目
は
、
住
民
が「
他
人
事
」と
捉
え
が
ち
な

地
域
課
題
に
対
し
て
、「
我
が
事
」と
し
て

主
体
的
に
そ
の
課
題
を
把
握
し
て
解
決
を

試
み
る
仕
組
み
を
地
域
で
つ
く
る
こ
と
。

市
町
村
の
相
談
支
援
体
制
や
地
域
づ
く
り

も
、対
象
者
ご
と
の
縦
割
り
で
は
な
く「
丸

ご
と
」に
す
る
こ
と
で
す
。
こ
れ
ら
は
、

先
の
社
会
福
祉
法
改
正
で
、
市
町
村
が
取

り
組
む
べ
き
義
務
と
し
て
明
記
さ
れ
ま
し

た
。
２
つ
目
は
、
こ
れ
ま
で
対
象
者
ご
と

の「
縦
割
り
」で
提
供
し
て
い
た
公
的
な
福

祉
サ
ー
ビ
ス
を「
丸
ご
と
」へ
と
転
換
す
る

た
め
、
サ
ー
ビ
ス
や
専
門
人
材
の
養
成
課

程
の
改
革
を
進
め
て
い
ま
す
。こ
の
点
も
、

先
の
法
改
正
で
共
生
型
サ
ー
ビ
ス
の
類
型

が
制
度
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
、
今
回
の

報
酬
改
定
で
具
体
的
な
点
数
な
ど
が
決
ま

り
ま
し
た
。

医
療
と
介
護
の
連
携
を
進
め
　

質
の
高
い
サ
ー
ビ
ス
を
提
供

今
回
の
両
改
定
の
ポ
イ
ン
ト
と
し
て

は
、
次
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

医
療
と
介
護
の
連
携
を
図
り
つ
つ
、
効

果
的
・
効
率
的
な
医
療
・
介
護
の
提
供
を

め
ざ
し
て
い
ま
す
。介
護
報
酬
改
定
で
は
、

要
介
護
者
の
自
立
支
援
・
重
度
化
防
止
に

向
け
て
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
が
重
視
さ

れ
て
い
ま
す
が
、
今
回
の
同
時
改
定
に
お

い
て
、
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
が
医
療
か

ら
介
護
に
円
滑
に
移
行
で
き
る
よ
う
な
見

直
し
を
行
う
こ
と
で
、
こ
れ
ま
で
以
上
に

効
果
的
な
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
を
提
供

で
き
る
と
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

今
後
、
高
齢
者
の
増
加
に
伴
い
、
医
療

ニ
ー
ズ
の
高
ま
り
が
予
測
さ
れ
る
た
め
、

限
り
あ
る
医
療
資
源
を
適
切
に
配
分
し
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
そ
こ
で
、
医
療
機

関
の
役
割
・
機
能
が
明
確
に
な
り
ま
し
た
。

病
院
に
つ
い
て
は
大
き
く
、「
急
性
期

入
院
医
療
を
提
供
す
る
機
能
」「
集
中
的
な

リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
の
提
供
や
自
宅
等

へ
の
退
院
支
援
機
能
」「
長
期
療
養
を
要
す

る
患
者
へ
の
入
院
医
療
を
提
供
す
る
機

能
」の
３
つ
に
分
類
さ
れ
て
い
ま
す（
図
表

2
）。
そ
し
て
入
院
医
療
の
評
価
体
系
の

抜
本
的
な
再
編
・
統
合
を
行
い
、
地
域

ニ
ー
ズ
に
合
っ
た
、
質
の
高
い
入
院
医
療

を
よ
り
効
果
的
・
効
率
的
に
提
供
で
き
る

仕
組
み
に
し
た
の
で
す
。

外
来
医
療
の
役
割
分
担
も
明
確
に
な

り
、
基
本
的
に
大
病
院
の
外
来
は
紹
介
患

者
を
中
心
と
し
、
一
般

的
な
外
来
受
診
は
か
か

り
つ
け
医
が
担
う
流
れ

が
強
ま
り
ま
し
た
。
紹

介
状
を
持
た
ず
に
大
病

院
を
受
診
す
る
場
合
、

患
者
は
特
別
に
料
金
を

負
担
す
る
必
要
が
あ

り
、
対
象
と
な
る
大
病

院
が
増
加
し
ま
し
た
。

こ
れ
ま
で
の
特
定
機
能

病
院（
高
度
医
療
の
提

供
、
高
度
の
医
療
技
術

の
開
発
な
ど
を
行
う
）

お
よ
び
一
般
病
床
５
０

０
床
以
上
の
病
院（
地

域
医
療
支
援
病
院
）か

ら
、
今
回
の
改
定
で
許

可
病
床
４
０
０
床
以
上

の
病
院（
同
）に
も
対
象

が
広
が
っ
た
の
で
す
。

さ
ら
に
、
住
み
慣
れ

た
地
域
で
最
期
ま
で
暮

図表2　入院医療の評価の基本的な考え方（イメージ）

(C) 2018 日本医療企画.




